
         

君
に
捧
げ
る
ジ
ュ
ー
ク
ボ
ッ
ク
ス 

        

  



梗
概 

 

屋
敷
（2

0

）
は
寝
坊
し
た
こ
と
で
杏
（2

0

）
と
の
デ

ー
ト
の
待
ち
合
わ
せ
に
遅
刻
し
て
し
ま
う
。 

 

怒
っ
た
杏
は
帰
宅
し
、
デ
ー
ト
は
中
止
。
消
沈
し
た

屋
敷
は
自
宅
で
や
け
酒
を
あ
お
る
。 

 

屋
敷
は
許
し
を
乞
う

L
IN

E
を
杏
へ
送
り
続
け
る
も

既
読
ス
ル
ー
さ
れ
る
。 

 

や
が
て
杏
か
ら
仲
直
り
の

L
IN

E

が
届
く
が
既
に
屋

敷
は
酔
い
つ
ぶ
れ
て
お
り
、
再
び
杏
の
怒
り
を
買
っ

て
し
ま
う
の
だ
っ
た
。 

      



《
登
場
人
物
》 

 

屋
敷
晴
斗
（2

0

） 

大
学
生 

中
井
杏
（2

0

） 

大
学
生 

 

乗
客 

 

郷
ひ
ろ
み
（6

6

） 
本
人
出
演 
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○
テ
ロ
ッ
プ 

「
親
愛
な
る
友
に
捧

ぐ
」 

 

○
屋
敷
の

部
屋 

 
 

薄
暗

い
室
内
。 

 
 

カ
ー
テ
ン

か
ら

陽
が
差
し

込
ん
で
い
る
。 

 
 

屋
敷
晴
斗
（2

0

）
、
ベ
ッ
ド

で
眠
っ
て
い
る
。 

 
 

 
 

室
内

に
「
今
夜

は
ブ
ギ
ー
バ
ッ
グ
」

が

流
れ
て

い
る
。 

 

♪
「
ダ
ン
ス
フ
ロ
ア
ー
に
華
や
か
な

光 

僕
を
そ
っ
と
包
む
よ
な
ハ
ー
モ
ニ
ー 

ブ
ギ
ー
・
バ
ッ
ク 

シ
ェ
イ
ク
・
イ
ッ
ト
・
ア
ッ
プ 

神
様
が
く
れ
た 

甘
い
甘
い

ミ
ル
ク
＆
ハ
ニ
ー
」 

 
 

屋
敷
、
目

を
覚

ま
す
。 

 
 

屋
敷
、
寝

ぼ
け

眼
で
ス
マ
ホ
を

手
に
す
る
。 

 
 

屋
敷
、
ス
マ
ホ

を
見
る
。 

 
 

屋
敷
、
ハ
ッ
と
す
る
。 

 
 

ス
マ
ホ
画
面
の

時
刻
は
「P

M
 1

:2
2

」
。 

 
 

時
刻

が
「P

M
 1

:2
3

」
に
な
っ
た

瞬
間…
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○
同
（
イ
メ
ー
ジ
） 

屋
敷
「1

2
3

を
待
た
ず
に

2
4

小
節

の
旅
の
は
じ
ま

り
」 

 
 

屋
敷
、「
今
夜
は

ブ
ギ
ー
バ
ッ
グ
」
の
ラ
ッ
プ
パ

ー
ト
を
歌

い
な
が
ら
、
大
急
ぎ
で
服

を
着
替

え
て
い

る
。 

屋
敷
「
ブ
ー
ツ

で
ド
ア
を
ド
カ
ー
ッ

と
け
っ
て 

ル
カ
ー
ッ

と
叫
ん
で

ド
カ
ド
カ

行
っ
て
」 

 
 

屋
敷
、
部
屋
を

飛
び
出
す
。 

 

○
交
差
点
（
イ
メ
ー
ジ
） 

屋
敷
「
テ
ー
ブ
ル
の

ピ
ザ 

フ
ラ
ス
モ
ー
チ
キ
ン 

ビ
ー
ル
で
い
っ
き
に

流
し
こ
み
」 

 
 

屋
敷
、
歌

い
な
が
ら

悠
然

と
赤
信
号
の

横
断
歩

道
を
渡
っ
て
い
る
。 

 
 

車
の

ク
ラ
ク
シ
ョ
ン

が
鳴

り
響

く
。 

屋
敷
「
ゲ
ッ
プ

で
み
ん
な
に
セ
イ 

ハ
ロ
ー 

O
N

 A
N

D
 O

N
 T

O
 D

A
 B

R
E

A
K

 D
O

W
N

」 
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○
電
車
内
（
イ
メ
ー
ジ
） 

 
 

屋
敷
、
隣

の
乗
客
へ
、 

屋
敷
「
て
な
具
合
に 

え
え
行

き
た
い
っ
ス

ね
」 

乗
客
「
い
っ
ス
ね
ー
っ
」 

屋
敷
「
イ
ェ
ー
ッ!! 

な
ん
て
ね
ー
っ 

よ
く
な
い 
コ
レ
？ 

コ
レ 

よ
く
な
い
？ 

よ
く
な
い 

な
く
な
く 

な
く
な
く
な
い
？
」 

 

○
駅
の
改
札
口
（
イ
メ
ー
ジ
） 

屋
敷
「
そ
の
頃
の
ぼ
く
ら
と
言

っ
た
ら 

い
つ
も
こ
ん
な

調
子

だ
っ
た
」 

 
 

屋
敷
、
人
ご
み
の
中
を
歌

い
な
が
ら
歩

い
て
い

る
。 

屋
敷
「
心

の
ベ
ス
ト

1
0

第
一
位

は 

こ
ん
な
曲

だ
っ
た
」 

 

○
駅
前 

 
 

屋
敷
、
全
速
力

で
駆
け
て
く
る
。 

 
 

屋
敷
、
立

ち
止

ま
っ
て
周

り
を

見
渡
す
。 

 
 

屋
敷
、
ス
マ
ホ

を
見
る
。 
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時
刻

は
「P

M
 2

:3
8

」
。 

 
 

屋
敷
、
天

を
仰

ぐ
。 

 
 

と
屋
敷
の
背
後

か
ら
、 

声
「
晴
斗
！
」 

 
 

屋
敷
、
ハ
ッ
と
し
て

振
り

返
る
。 

 
 

中
井
杏
（2

0

）
が
立
っ
て
い
る
。 

 
 

二

人

が

見

つ

め

合

う

中

、

藤

井

フ

ミ

ヤ

の

「T
R

U
E

 L
O

V
E

」
が

流
れ
出
す
。 

 
 

画
面

に
以
下
の

テ
ロ
ッ
プ

が
出

る
。 

 
 

「T
R

U
E

  
L

O
V

E
 

（1
9

9
3

年
） 

 
 

 

藤
井

2
:3

8

」
。 

 
 

テ
ロ
ッ
プ

が
訂
正
さ
れ
、 

 
 

「T
R

U
E

  
 L

O
V

E
 

（1
9

9
3

年
） 

 
 

 

藤
井
フ
ミ
ヤ
」
に
変
わ
る
。 

 

○
同
（
イ
メ
ー
ジ
） 

 
 

屋
敷

と
杏
、
笑
顔
で
見
つ
め
合

っ
て
い
る
。 

 
 

屋
敷
、
「T

R
U

E
  

 L
O

V
E

」
を

歌
い
な
が
ら

杏

の
も
と
へ

歩
み
寄
る
。 

屋
敷
「
振

り
返
る
と
い
つ
も
君

が
笑

っ
て
く
れ
た 
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風
の
よ
う
に
そ
っ
と 

ま
ぶ
し
す
ぎ
て 

目
を
閉
じ
て
も

浮
か
ん
で
く
る
よ 

涙
に
変
わ
っ
て
く
」 

 
 

屋
敷
、
杏

の
前

で
立
ち
止

ま
る
。 

屋
敷
「
君

だ
け
を
信

じ
て 

君
だ
け
を

傷
つ
け
て 

僕
ら
は
い
つ
も
は
る
か
は
る
か

遠
い

未
来
を 

夢
見
て
た
は…

」 

 
 

突
然
、
杏

の
ビ
ン
タ

が
飛

ん
で

く
る
。 

 
 

曲
、

と
ま
る
。 

 

○
同 

 
 

屋
敷
、
頬

を
押

さ
え
て
い
る
。 

 
 

杏
、
屋
敷

を
睨

み
つ
け
て

去
っ
て
い
く
。 

 

○
屋
敷
の

部
屋
（
夕
） 

 
 

屋
敷
、
寂

し
げ
に
ス
マ
ホ

を
い
じ
っ
て
い
る
。 

 
 

L
IN

E

画
面
に
以
下
の
文
字

が
並

ぶ
。 

 
 

「
ご
め
ん
」 

 
 

「
ご
め
ん
な
さ
い
」 
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「
遅

れ
て
悪
か
っ
た
で
す
」 

 
 

「
埋

め
合
わ
せ
し
た
い
」 

 
 

既
読

が
つ
く
が
、
返
事
は
な
い
。 

 
 

屋
敷
、
た
め
息

を
つ
く
。 

  
 

 
 

 
 

×
 

 
 

×
 

 
 

×
 

  
 

屋
敷
、
缶

チ
ュ
ー
ハ
イ
を

呷
っ
て
い
る
。 

 
 

屋
敷
、
ス
マ
ホ

を
手
に
す
る
。 

 
 

屋
敷
、L

IN
E

画
面
を
見
て
た
め

息
を
つ
く
。 

 
 

屋
敷
、
ス
マ
ホ

を
置
く
。 

 
 

画
面

に
表
示
さ
れ
た

時
刻

は
「P

M
 5

:1
7

」
。 

屋
敷
「
（
呟
く
）
恋
な
ん
て…

恋

な
ん
て…

」 

 

○
公
園
（

イ
メ
ー
ジ
） 

屋
敷
「
（
歌
う
）
恋
な
ん
て 

言

わ
ば

エ
ゴ
と

エ
ゴ
の

シ
ー
ソ
ー
ゲ
ー
ム
」 

 
 

屋
敷
、
杏

と
シ
ー
ソ
ー
に
乗
り
な
が
ら
、「

シ
ー

ソ
ー
ゲ
ー
ム
」

を
歌

っ
て
い
る
。 

 
 

画
面

に
以
下
の

テ
ロ
ッ
プ
。 
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「

シ

ー

ソ

ー

ゲ

ー

ム

 

〜

勇

敢

な

恋

の

歌

〜

（1
9

9
7

年
） 

 
 

M
r

.C
h

ild
re

n

」 

屋
敷
「
い
つ
だ
っ
て 

君
は
曖
昧

な
リ
ア
ク
シ
ョ
ン

さ
」 

 
 

屋
敷
、
勢

い
よ
く
シ
ー
ソ
ー

を
動
か
し
て
い
る
。 

 
 

杏
、

そ
っ
ぽ
を

向
い
て
い
る
。 

 

○
道
（
イ
メ
ー
ジ
） 

 
 

屋
敷
、
歌

い
な
が
ら

杏
と

歩
い
て
い
る
。 

屋

敷

「

友

人

の

評

価

は

イ

マ

イ

チ

で

も 
S

h
e

 
S

o
 

C
u

te

」 

 
 

杏
、
得
意

げ
な

顔
。 

屋
敷
「
順
番
を
待
っ
て
た
ん
じ
ゃ
つ
ら
い 

勇
敢
な
恋

の
歌
」 

 
 

屋
敷
、
杏

の
手

を
握
り
し
め
る
。 

 

○
杏
の
部
屋 

 
 

杏
、

ス
マ
ホ
を

見
て
い
る
。 

 
 

L
IN

E

の
着
信
音

が
鳴
る
。 

 
 

屋
敷

か
ら
以
下

の
メ
ッ
セ
ー
ジ
。 
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「
会

い
た
い
」 

 
 

杏
、
既
読

ス
ル
ー
し
て
テ
ー
ブ
ル
に
ス
マ
ホ

を

置
く
。 

 
○
公
園
（

イ
メ
ー
ジ
） 

屋
敷
「
（
歌
う
）
恋
な
ん
て 

言

わ
ば

エ
ゴ
と

エ
ゴ
の

シ
ー
ソ
ー
ゲ
ー
ム
」 

 
 

画
面

に
以
下
の

テ
ロ
ッ
プ
。 

 
 

「

シ

ー

ソ

ー

ゲ

ー

ム 
〜

勇

敢

な

恋

の

歌

〜

（1
9

9
7

年
） 

 
 

M
r

.C
h

ild
re

n

」 

 
 

屋
敷
、
必
死
に

シ
ー
ソ
ー

を
動

か
し
て
い
る
。 

 
 

杏
、

そ
っ
ぽ
を

向
い
て
い
る
。 

屋
敷
「
図

に
乗
っ
て

君
は
ま
た

ノ
ー
リ
ア
ク
シ
ョ
ン

さ
」 

 

○
屋
敷
の

部
屋 

 
 

床
に

散
乱
し
た

チ
ュ
ー
ハ
イ
の

空
き
缶
。 

 
 

屋
敷
、
す
っ
か
り
酔
っ
て
い
る
。 

 
 

屋
敷
、
ス
マ
ホ

を
見
る
。 
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時
刻

は
「P

M
 5

:5
5

」
。 

 

○
公
園 

 
 

郷
ひ
ろ
み
（6

6

）
、
声
高
に

叫
ぶ
。 

郷
ひ
ろ
み
「g

o
 

g
o
 

g
o

！
」 

 
 

「G
O

L
D

F
IN

G
E

R
'9

9

」
が
流

れ
出
す
。 

 

○
屋
敷
の

部
屋
（
イ
メ
ー
ジ
） 

 
 

画
面

に
以
下
の

テ
ロ
ッ
プ
。 

 
 

「G
O

L
D

F
IN

G
E

R
'9

9

（1
9

9
9

年
） 

 
 

郷
ひ
ろ
み
」 

 
 

屋
敷

と
杏
、
体

を
寄
せ
合

っ
て

踊
っ
て
い
る
。 

屋
敷
「
（
歌
う
）
不
埒
な
リ
ズ
ム

で
ギ
ラ
つ
く
胸
は 

君
を
欲
し
が
る

欲
望

の
サ
イ
ン
」 

杏
「
（
歌
う
）
ジ
ョ
ー
ク
め
か
し
た
さ
ぐ
り
の

キ
ス
が 

ア
セ
る
く
ら
い
に
深

み
に
は
ま
る
」 

屋
敷
「
よ
こ
し
ま
な

気
持
ち
が 

D
A

N
C

IN
'IN

 T
H

E
 S

U
N

」 

杏
「
こ
の

胸
で
暴
れ
て
止
ま
ら
な
い 

野
蛮
な
太
陽
」 
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二
人

の
踊
り
が

ヒ
ー
ト
ア
ッ
プ

す
る
。 

屋
敷
、
杏
「A

 C
H

I C
H

I A
 C

H
I
 

燃
え
て
る
ん
だ

ろ
う
か 

も
う 

A
 C

H
I C

H
I A

 C
H

I
 

感
じ
た
ん
だ
ろ
う
か 

O
H

, U
P

S
ID

E
 IN

S
ID

E
 O

U
T
 

き
み
を
泣

か
せ
て

も 

A
 C

H
I C

H
I A

 C
H

I 

そ
れ
は

太
陽
が 

さ
せ
た
こ
と
だ
よ 

夏
の
太
陽

が
」 

 

○
屋
敷
の

部
屋
（
夜
） 

 
 

屋
敷
、
酔

い
つ
ぶ
れ
て
寝

て
い
る
。 

 
 

ス
マ
ホ
か
ら

L
IN

E

の
着
信
音
が
鳴
る
。 

 
 

ス
マ
ホ
画
面
に

杏
か
ら
以
下
の

メ
ッ
セ
ー
ジ
。 

 
 

「
お

腹
す
い
た
」 

 
 

屋
敷
、
気

づ
か
ず
眠
っ
て
い
る
。 

 

  
 

 
 

 
×

 
 

 
×

 
 

 
×

 

  

「
今
夜

は
ブ
ギ
ー
バ
ッ
グ
」

が
流

れ
出
す
。 
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画
面

に
以
下
の

テ
ロ
ッ
プ
。 

 
 

「

今

夜

は

ブ

ギ

ー

・

バ

ッ

ク 
(

n
ic

e
 

v
o

c
a

l

） 

（1
9

9
4

年
） 

 
 

小
沢
健
二 

fe
a

tu
r

in
g

 

ス
チ
ャ
ダ
ラ
パ
ー
」 

♪
「
ダ
ン
ス
フ
ロ
ア
ー
に
華
や
か
な

光 

僕
を
そ
っ
と
包
む
よ
う
な

ハ
ー
モ
ニ
ー 

ブ
ギ
ー
・
バ
ッ
ク 
シ
ェ
イ
ク
・
イ
ッ
ト
・
ア
ッ
プ 

神
様
が
く
れ
た 

甘
い
甘
い

ミ
ル
ク
＆
ハ
ニ
ー
」 

 
 

画
面
下
部

に
ス
タ
ッ
フ
ロ
ー
ル

が
流
れ

出
す
。 

♪
「
ク
ー
ル
な
僕
は
ま
る
で
ヤ
ン
グ
・
ア
メ
リ
カ
ン 

そ
う
さ
今 

君
こ
そ
が
オ
ン
リ
ー
・
ワ
ン 

ブ
ギ
ー
・
バ
ッ
ク 

シ
ェ
イ
ク
・
イ
ッ
ト
・
ア
ッ
プ 

夜
の
は
じ
ま
り
は 

溶
ろ
け
る
よ
う
な
フ
ァ
ン
キ
ー
・
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
」 

 
 

（
間
奏
） 

♪
「
僕
と

ベ
イ
ビ
ー
・
ブ
ラ
ザ
ー 

め
か
し
こ
ん
で

来
た

パ
ー
テ
ィ
・
タ
イ
ム 

す
ぐ
に
目

が
合
え
ば 

君
は
最
高

の
フ
ァ
ン
キ
ー
・
ガ
ー
ル 
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誰
だ
っ
て

ロ
ケ
ッ
ト

が

lo
c

k

す
る 

特
別
な
唇 

ほ
ん
の
ち
ょ
っ
と
困

っ
て
る
ジ
ュ
ー
シ
ー
・
フ
ル
ー

ツ 
 

一
言
で
言

え
ば
ね
」 

 
 

屋
敷
、
目

を
覚

ま
す
。 

 
 

屋
敷
、
寝

ぼ
け

眼
で
ス
マ
ホ
を

手
に
す
る
。 

 
 

屋
敷
、
ス
マ
ホ

を
見
る
。 

 
 

屋
敷
、
杏

か
ら
の

L
IN

E
に
気

づ
い
て

て
ハ
ッ

と
す
る
。 

 
 

ス
マ
ホ
画
面
に
「A

M
 1

:2
2

」
の
表
示
。 

 
 

時
刻

が
「A

M
 1

:2
3

」
に
な
っ
て…

 

  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

（
お
わ
り
） 

 


